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技術の祭典、　いつでも手元から―バーチャル下水道展

上下水道界の情報はココから
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聞いて、見て、体験して
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　日本下水道協会と日本水道新聞社（日本下水道新
聞）では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で
中止となった「下水道展大阪」の代替企画として
「バーチャル下水道展」を開催しています。
　特設サイト（https://vr.gesuidouten.jp/）にア
クセスすることで、オンライン上で「いつでも」
「どこでも」、民間企業・団体の技術・製品を一挙
にご覧いただけます。下水道関連の出展企業・団体
の各ブースをオンライン上で、実際の下水道展をリ

アルに再現。展示会場を「歩きながら」技術の祭典
を体験することが可能です。
　現下の下水道事業が抱えている老朽施設の更新、
相次ぐ自然災害への対応、ＩＣＴを活用した広域化
の推進など山積する課題解決の一助となる最新の技
術・製品に触れることで、業界研究や就職先の選定
などにも役立ててみてはいかがでしょうか。
　特設サイトは来年開催予定の下水道展大阪まで
閲覧が可能です。
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
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
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